
別添 

ミツバチが暴露しないと想定される作物

１．開花前に収穫する作物*1 

１)あぶらな科

はなやさい類、あぶらな科茎野菜、非結球あぶらな科葉菜類（畑わさび除く）、

結球あぶらな科葉菜類、クレソン、根菜類（かぶ、はつかだいこん、だいこん、

わさびだいこん）

２)きく科

レタス類、レタス類以外のきく科葉菜類（こおにたびらこ、しゅんぎく、

すいぜんじな、葉ごぼう、ははこぐさ、よもぎ）、ふき

３)ひがんばな科（ゆり科ねぎ属）

鱗茎類（根物）（食用ゆり除く）、鱗茎類（葉物）

４)せり科

せり科葉菜類（コリアンダー（葉）、せり、セルリー、チャービル、ディル（葉）、

パセリ、フェンネル（葉）、みつば）

根菜類（にんじん）

５）ヒユ科（あかざ科）

ヒユ科葉菜類、根菜類（てんさい）

６）しょうが科

しょうが、葉しょうが、みょうが

７）その他の作物

いちじく*2、やまのいも*3、エンサイ、つるな、モロヘイヤ、たけのこ、まこもたけ

*1 上記列挙したもの以外の作物についても、栽培管理の実態を示す知見等を提出し、

「開花前に収穫する作物」と認められるものについては、同様に扱うものとする。

*2 花嚢（果実）の内面で開花し、花嚢中にミツバチは入れない

*3 花弁がほとんど開かない

２．開花しない作物（栽培管理により開花しない作物を含む）*4 

１)シダ植物

茎野菜（くさそてつ、わらび、ぜんまい）、アジアンタム、食用アジアンタム、

レザーファン

２)芝

西洋芝、日本芝、センチピードグラス

３)その他

かんしょ、こんにゃく、さといも、はすいも、みずいも、くわい、あしたば、

タラゴン、茶、たばこ

４)4 上記列挙したもの以外の作物についても、栽培管理の実態を示す知見等を提出し、

「開花しない作物（栽培管理により開花しない作物を含む）」と認められるものについ

ては、同様に扱うものとする。
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３．ミツバチが訪花しないとの知見のある開花作物 

麦類、飼料用えんばく、まつ類、えぞまつ、からまつ、とどまつ、ヒマラヤシーダ、

いちょう 

４．その他 

きのこ類（ほだ木含む） 

※今後、栽培管理の実態などから、新たな知見が明らかになった場合には、見直すものと

する。
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